
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７号 令和７年１月 31 日発行（不定期） 

発行：北海道教育庁オホーツク教育局 

担当：教育支援課社会教育指導班（文責 髙橋） 

電話：0152-41-0759 

Mail：takahashi.eriko@pref.hokkaido.lg.jp 

地域と学校の連携推進だより 

ここ

高校生が長寿大学で「機能改善体操」を指導 

 今回は、管内の２市町で行われた高校生が取り組む地域活動をご紹介します。 

 本取組は、昨年度に引き続き今年度で２回目の取組で、おこっぺ長寿大学の講座の一部を興部高校生が担えるよう、

町教育委員会と高校が連携して実施したものです。お年寄りは高校生と接することができる今回の講座をとても楽しみ

にしており、特に参加者が多くなりました。（参加者計 19 名） 

 高校生は、事前に２回の授業において、興部町スポーツ推進委員である服部真紀氏から長寿大学の概要や、機能改善

体操（軽運動）の指導について学び、本番に向けて準備しました。服部氏は、日本ペップトーク普及協会認定講師でも

あることから、高校生はやる気を促すポジティブな声かけについてもあわせて学ぶことができました。 

当日は、お年寄りにとって、孫のように歳の離れた高校生と交流する貴重な機会となり、笑いが絶えない楽しい時間

となりました。また、高校生にとって、人前で話したり指導したりすることから、学校だけでは学べないコミュニケー

ション力の向上につながる機会となりました。 

興部高校生はこの他にも、地元小学校で「かけっこ教室」の指導を運動会やマラソン大会の時期に合わせて実施して

います。興部高校の教頭は、「地域の教育力を借りて信頼される学校づくりに取り組んでいます」と話してくれました。 

 

高校生による地域課題解決に向けた取組 
「お年寄りのデジタル格差の解消」と「中高生の居場所づくり」 

紋別市 

 今年度、紋別市中央公民館は、文部科学省が選出する第 77 回優良公民館表彰で、日本一である最優秀館に選ばれま

した。紋別市中央公民館は、公民館の原点である「つどう・まなぶ・むすぶ」ことを目指して各種取組を行っており、

地域の課題を地域の住民同士で解決できるようなしかけづくりなどに取り組んでいます。今回はそのうち、高校生によ

る「スマホ相談会」と「公民館学習スペースの設置」についてご紹介します。 

  「スマホ相談会」は、市教育委員会と紋別高校インターアクトクラブが

連携し、昨年度の９月にスタートさせました。相談会は月に１回、10 時か

ら２時間、高校生がボランティアで実施しており、昨年度は半期で 63 名

の参加、今年度は１回につき 10～15 名のお年寄りに参加いただいていま

す。相談会を周知するチラシの作成や会場設営、相談記録の作成など、運

営の全てを高校生が担っています。今後は、相談会のあとの時間に高校生

も一緒に楽しめるよう、モルックや手作りボーリング、折り紙・切り絵な

ど運動能力向上や認知症予防となる取組をしようと案を練っています。 

 「公民館学習スペースの設置」は、地元に無料で長時間の学習や会話がで
きる場所がないという地域課題を解決するため、紋別高校生（当時）の有志
５名と市教育委員会が連携して、公民館に中高生が利用しやすい学習スペー
スを設置した取組です。 
本活動は、紋別地方技能士会の協力を得て、高校生が、幅広い利用者のニ

ーズに合うように、学習スペースに置く椅子や机のデザイン、配置などを考
え、昨年７月に学習スペースを完成させ、中高生をはじめとした多世代が利
用しています。設置に関わった高校生からは「学校ではなかなか自分の居場
所はつくりにくいけれど、公民館なら色々な世代の人と出会える」、「学校と
家庭以外の場で活動することは初めてで、地域の方々と取り組めたことが自
分の人生にとって大きな経験となった」との声がありました。 

学びの場は学校の他にもあります。皆様もお近くの公民館や社会教育施設をぜひご活用ください♪ 

興部町 


